
平
成
三
十
年
二
月
六
日
受
領

答

弁

第

三

九

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
三
九
号

平
成
三
十
年
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
池
田
真
紀
君
提
出
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
池
田
真
紀
君
提
出
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
全
国
消
費
実
態
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
年
間
収
入
階
級
第
一
・
十
分
位
の
夫
婦
子
一
人
世
帯
（
以
下
「
一

般
低
所
得
世
帯
」
と
い
う
。
）
の
消
費
支
出
額
は
、
平
成
二
十
一
年
全
国
消
費
実
態
調
査
の
結
果
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
し

て
増
加
し
て
い
る
。

一
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
一
般
低
所
得
世
帯
の
消
費
水
準
は
、
今
回
の
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示

第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
生
活
保
護
基
準
」
と
い
う
。
）
の
見
直
し
（
以
下
「
平
成
三
十
年
見
直
し
」
と
い
う
。
）
の
案
の

作
成
に
当
た
っ
て
行
っ
た
生
活
扶
助
基
準
（
生
活
保
護
基
準
別
表
第
一
に
定
め
る
生
活
扶
助
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
検
証
に
お
い
て
、
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
三
）
に
つ
い
て

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
一
条
に
お
い
て
「
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
に

規
定
す
る
理
念
に
基
き
、
国
が
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、
必
要
な
保
護
を
行

一



い
、
そ
の
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
自
立
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
、
同
法
第
三

条
に
お
い
て
「
こ
の
法
律
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
最
低
限
度
の
生
活
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
同
法
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
生
活
扶
助
基
準
を
含
む
生
活
保
護
基
準
は
、

「
要
保
護
者
の
年
齢
別
、
性
別
、
世
帯
構
成
別
、
所
在
地
域
別
そ
の
他
保
護
の
種
類
に
応
じ
て
必
要
な
事
情
を
考
慮
し
た
最

低
限
度
の
生
活
の
需
要
を
満
た
す
に
十
分
な
も
の
で
あ
つ
て
、
且
つ
、
こ
れ
を
こ
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

児
童
養
育
加
算
（
生
活
保
護
基
準
別
表
第
一
に
定
め
る
児
童
養
育
加
算
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
資
す
る
費
用
等
の
特
別
な
需
要
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
に
開
始
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

児
童
養
育
加
算
の
額
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護
基
準
部
会
報
告
書
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日
）

（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
夫
婦
子
一
人
世
帯
の
年
収
階
級
第
一
・
十
分
位
の
学
校
外
活
動
費
用
の
平

均
額
が
約
六
千
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
位
階
層
（
年
収
階
級
第
五
〜
六
・
十
分
位
の
平
均
）
の
平
均
額
は
約
一
万
六
千
円

二



で
あ
り
、
一
万
円
の
差
が
確
認
さ
れ
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
平
成
三
十
年
見
直
し
の
案
を
作
成
し
て
い
る
。

二
の
（
二
）
に
つ
い
て

児
童
養
育
加
算
の
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
基
準
に
お
い
て
、
児
童
養
育
加
算
の
対
象
と
な
る
年
齢
の
要

件
を
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
と
す
る
こ
と
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

二
の
（
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
児
童
養
育
加
算
の
見
直
し
内
容
の
例
示
と
し
て
答
弁
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
（
四
）
に
つ
い
て

生
活
保
護
法
に
は
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
子
ど
も
が
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
は
な
い
。

二
の
（
五
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
民
間
団
体
が
行
っ
た
調
査
等
を
参
考
に
、
総
合
的
に
勘
案
し
て
検
討
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
世
帯
分
離
し
て
進
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
準
備
す
る
費
用
」
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
の
（
六
）
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
の
「
世
帯
分
離
の
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
収
入
申
告
に
よ
る
ア
ル
バ
イ
ト
で
の
収
入
、
奨
学
金
等
に
よ
る
収
入
、
学
費
や
生
活
費
」
及
び
「
各

実
施
機
関
か
ら
の
統
計
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

二
の
（
七
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
世
帯
数
及
び
件
数
並
び
に
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
世
帯
分
離
解
消
」
、
「
自
立
に
よ
る
世
帯
員
の
減
員
」
、
「
世

帯
分
離
の
解
消
」
及
び
「
世
帯
員
の
増
員
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

二
の
（
八
）
に
つ
い
て

生
活
保
護
受
給
者
の
衣
服
等
の
購
入
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
そ
の
者
の
収
入
や
生
活
扶
助
費
か
ら
賄
わ
れ
る

と
こ
ろ
、
就
職
支
度
費
は
、
就
職
の
確
定
し
た
生
活
保
護
受
給
者
が
、
当
該
就
職
に
よ
り
賃
金
を
得
る
前
に
、
就
職
の
た
め

直
接
必
要
と
な
る
衣
服
等
の
購
入
費
用
等
を
別
途
要
す
る
場
合
に
、
生
活
保
護
費
と
し
て
給
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
（
五
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
給
付
に
つ
い
て
は
、
大
学
等
へ
の
進
学
が
確
定
し
た
生
活
保
護
受
給
者
が
進
学
準

四



備
に
要
す
る
費
用
の
給
付
を
行
う
こ
と
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

二
の
（
九
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
世
帯
数
及
び
返
済
額
に
つ
い
て
は
、
「
ま
か
な
っ
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
等
へ
進
学
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。な

お
、
厚
生
労
働
省
が
平
成
二
十
八
年
四
月
に
行
っ
た
調
査
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
度
に
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
等
に
在
籍
し
て
い
た
生
活
保
護
受
給
者
の
う
ち
、
五
千
四
十
六
人
が
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
た
と
承
知
し

て
い
る
。

二
の
（
一
〇
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
基
本
合
意
書
」
の
位
置
付
け
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
降
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
母
子
加
算
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
に
お
い
て
、
「
ひ
と
り
親
（
子
一
人
）
世
帯
が
夫
婦
子
一
人
世
帯
と
同
程
度
の

生
活
水
準
の
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
費
用
と
考
え
」
る
額
を
「
ひ
と
り
親
（
子
一
人
）
世
帯
の
生
活
扶
助
相
当
支
出
額

（
第
一
類
費
及
び
第
二
類
費
）
と
の
差
額
が
ひ
と
り
親
世
帯
の
か
か
り
増
し
費
用
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と

五



を
踏
ま
え
て
、
平
成
三
十
年
見
直
し
の
案
を
作
成
し
て
い
る
。

二
の
（
一
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
、
い
わ
ゆ
る
世
代
間
連
鎖
は
ど
の
く
ら
い
解
消
が
見
込
ま
れ
ま
す
か
」
等
に
つ
い
て

は
、
「
子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
」
、
「
い
わ
ゆ
る
世
代
間
連
鎖
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
三
十
年
見
直
し
の
案
で
は
、
十
八
歳
以
下
の
者
が
い
る
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
生
活
扶
助
基
準
額
の
総
額
は

増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

三
の
（
一
）
に
つ
い
て

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
医
療
扶
助
に
お
け
る
後
発
医
薬
品
（
生
活
保
護
法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
後
発
医
薬
品

を
い
う
。
）
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
生
活
保
護
法
に
お
い
て
も
「
可
能
な
限
り
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
す
こ
と
に

よ
り
そ
の
給
付
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

生
活
保
護
適
正
化
等
事
業
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
等
の
健
康
管
理
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

六



二
十
八
年
度
に
お
い
て
百
十
五
自
治
体
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

三
の
（
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
償
還
払
い
な
ど
提
案
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
仮
に
、
被
保
護
者
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
そ
の
窓

口
に
お
い
て
一
定
額
の
負
担
を
行
い
、
医
療
扶
助
（
生
活
保
護
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
医
療
扶
助
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
現
金
給
付
と
し
て
当
該
一
定
額
に
相
当
す
る
額
を
事
後
に
当
該
被
保
護
者
に
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

提
案
を
指
す
と
す
る
な
ら
ば
、
政
府
と
し
て
は
、
医
療
扶
助
に
つ
い
て
被
保
護
者
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
負
担
を
行
わ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改
革
工
程
表
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
一
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
決
定
）

に
お
い
て
、「
頻
回
受
診
等
に
係
る
適
正
受
診
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
頻
回
受
診
者
に
対
す
る
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、

頻
回
受
診
対
策
に
向
け
た
更
な
る
取
組
の
必
要
性
、
最
低
生
活
保
障
と
の
両
立
の
観
点
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、
い
わ
ゆ
る
償

還
払
い
の
試
行
も
含
め
た
方
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

七


